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1. はじめに 

近年の社会背景の変化を受け，幼稚園を取り

巻く環境は大きく変化している．この中で，長

時間保育や保護者サービスの充実等，保護者の

ニーズは多様化している．一方，幼稚園側では，

園児数の減少が顕著であり，特色のある教育や，

保護者サービスの充実により，他園との差別化

を図ることが必要とされている 1)．通園バスは，

保護者から園児を預かる，送り届けるという役

割に加え，遠方の園児の確保や保護者サービス

の充実に寄与する重要なものである．しかしな

がら，通園バスには，遅延の連絡による幼稚園

及び保護者への負担等，課題も存在している． 

 本研究では，幼稚園における通園バス運営の

円滑化を目的としている．はじめに，通園バス

の現状と求められる要件を明らかにする．これ

に基づき，バスロケーションシステムを構築し，

運用中の「岩手県私立幼稚園ポータルサイト」

に導入した．システムの運用・評価結果から，

システムの有効性の検証，及び通園バス業務に

おける情報技術活用について考察を行う． 

 

2. バスロケーションシステムの要求定義 

2.1. 通園バスの現状 

通園バスの現状について，2011 年 9 月及び

2012年 12月，A幼稚園の事務職員，B幼稚園の

園長に対してヒアリングを行った． 

両園とも，複数台の通園バスが各 2 コースを

担当している．最初のコースを周って幼稚園に

戻り（1 番バス），同様に 2 つ目のコースを周る

（2 番バス）．園児の乗降の際，乗降場所に保護

者が出ていないことがある．この場合，少し待

つか保護者に電話連絡をするが，その後の送迎

にも影響するため，長時間待つことはできない． 

遅延が生じた際は，両園とも電話連絡により

対応している．遅延連絡は，朝の登園時に多く，

これは出欠等の電話連絡が集中する時間帯であ

るため，大きな負担となる．保護者としても，

家事や出勤前の準備，園児の身支度を行う中で

の，電話連絡は負担となることが予想される． 

2.2. システムに求められる要件 

 通園バスがその役割を果たし，さらに保護者

サービスを向上させるためには，通園バス運営

における，幼稚園と保護者の連携を向上させる

仕組みが必要と考えられる．これを実現するた

めには，幼稚園，保護者による通園バスの現在

地の把握が必要である．さらに，保護者に対し

て，通園バスの接近を知らせる通知を行うこと

や，遅延発生時の連絡を容易にすることが必要

と考えられる．これらの仕組みにより，保護者

の待ち時間減少等，利便性の向上も期待される． 

 

3. バスロケーションシステムの構築 

図 1 に，システムの概要図を，表 1 に開発環

境を示す．車載端末には，Android搭載スマート

フォンを用い，バージョン 4.0 の SDK を使用し

て専用アプリを構築した．3.1 節から，各サブシ

ステムの機能概要をまとめる． 

3.1. 利用者情報管理サブシステム 

保育者及び保護者のログイン ID・パスワード

等の管理やメールアドレスの管理，メーリング

リストの管理を行う．このサブシステムは，先

行研究 2)において構築された仕組みを利用する． 

3.2. バスコース情報管理サブシステム 

地図上に表示する通園バスのルートや，通園

バスの接近通知を行う配信ポイントの登録を行

う．配信ポイントには，その地点で連絡メール

の受信を希望する保護者を登録したメーリング

リストを紐付ける．これにより，通園バスが配

信ポイントを通過した際，紐付けられたメーリ 
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図 1 バスロケーションシステムの概要図 
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表 1 開発環境 

 
Web 

アプリケーション 
車載端末 

開発言語 
Java SE6 

(JSP/Servlet) 
Java SE6 

使用 API Google Maps API 
Google Maps 

Android API 

 

ングリストに対して連絡メールが配信される． 

3.3. 運行情報管理サブシステム 

車載端末により，通園バスの位置情報の取得，

サーバへの送信を行い，Web 上での通園バスの

位置確認を可能とする（図 2，図 3）．この際，

同時に通園バスと配信ポイントの距離が計算さ

れる．距離が 150m 以下の場合，Web アプリケ

ーションと連携し，連絡メールが配信される．

さらに，Web 上，車載端末上から，手動による

連絡メール配信を可能とする．これにより，ル

ート変更や，GPS の精度の影響を受け発生する，

連絡メールの配信漏れへの対応が可能となる． 

3.4. おたより配信サブシステム 

先行研究 2)において構築された，保育者から保

護者に対して Web とメールによる情報配信が可

能な仕組みである．また，保護者が連絡を確認

したことを保育者に伝える機能もある．これら

の機能により，遅延情報の配信を行う． 

 

4. 運用・評価 

 バスロケーションシステムは，2012 年 12 月

より運用を開始し，3 つの幼稚園で活用されてい

る．登録メールアドレスは，346件である． 

4.1. 幼稚園における活用 

 日々の運用では，通園バスに添乗する保育者

が，車載端末の操作を行う．通園バスの運行中，

遅延や配信漏れが生じた際，A 幼稚園では遅延情

報配信や連絡メールの手動配信を行っている．

一方，B幼稚園は，手動配信等は行なわず，各保

護者に複数の配信ポイントに登録する，ルート

を変更しても必ず通る箇所を配信ポイントとす

る等し，極力配信漏れが発生しない工夫をして

いる．遅延にも，従来通り電話連絡により対応

している．また，両園とも日々の運用に加え，

配信ポイントの追加・修正，保護者に対するシ

ステム利用のサポート等を行っている． 

4.2. 保護者による利用状況と評価 

 A幼稚園の保護者のログイン分析を行った結果，

ログイン回数の多い保護者に，2 番バスの利用者

が多く見られた．これは，1 番バスと比べ，2 番

バスの到着時間のばらつきが大きいためと考え

られる．また，遅延情報配信とログイン回数の

間に相関が見られ，遅延時のみ，ログインをし

 
 

て現在地を確認する保護者の存在が予想される． 

A 幼稚園の保護者を対象にアンケート調査を行

った結果，連絡メール及び遅延情報配信に高い

満足度が得られた．また，通園バスを外で待つ

時間の減少も確認された．このことから，通園

バスの利便性の向上や，通園バス運営に関わる

幼稚園と保護者の連携が向上したと考えられる． 

4.3. 運用からの考察 

 各幼稚園では，役割分担をして運用体制が構

築されている．保育者に加え，運転手との連携

が必要となる場面も多く，幼稚園内での協力は，

不可欠といえる．システムの課題としては，配

信漏れが挙げられ，現在は配信ポイント設定の

工夫や，手動配信により対応している．今後，

配信漏れの発生を保育者に知らせる仕組みを構

築することで，利便性の向上が期待される．ま

た，運用により蓄積される運行履歴を活用する

ことで，到着時間のばらつきを抑えたバスコー

ス作成の支援等が行えると考えられる． 

 

5. おわりに 

 本研究では，幼稚園における通園バス運営の

円滑化を目的として，バスロケーションシステ

ムを構築した．また，運用結果から，幼稚園で

の活用や，保護者の利用状況・評価をまとめた． 

今後は，配信漏れを知らせる仕組みの構築や

バスコース作成の支援を行うことを予定してい

る．また，運行履歴や保護者の利用傾向の分析

等，研究を継続する予定である． 
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図 3 通園バス位置表示機能の画面例（右） 

図 2 位置情報取得機能の画面例（左） 
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